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研修報告書

	所　　属　　　　南天の郷　　　　職　種　　介護員　　　氏　名　　　　新山　聖奈

	期　　間　　平成　28年　5月　31日　～　平成28　年　5月　31　日

	出張目的　　新任職員研修会

	出 張 先　　県民福祉プラザ

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


〈考察〉

今回の研修ではほとんどふれた事の無い介護保険制度、福祉に関わる法律の基礎知識、自己覚知
(エゴグラム)の講義を聴き、介護サービスを担う福祉従事者として自覚を持ち利用者様への適切な
サービスを提供していく為に重要な事を学ぶことが出来ました。

　今後は今回の研修で学んだことをスタッフ内に伝達していきたいと思います。

〈要旨〉

講義　「介護保険制度の基本的理解」

被保険者

・①65歳以上の者(第一号保険者)

・②40歳～64歳の医療保険加入者(第二号保険者)

介護保険で対象となる病気(第二号保険者)

・関節リウマチ

・末期がん

・脳血管疾患

・骨折を伴う骨粗鬆症　　　　　　　　等
介護保険は3年が１サイクル

・市町村は３年を１期とする介護保険事業計画を策定し、3年ごとに見直しを行う。

利用者負担

・介護サービス利用にあたっては、9割が保険給付され、要介護者は原則として、1割の負担と
なる。
2005年改正の要点

・軽度者の増加、介護サービスが要介護度の改善につながっていない。

⇒予防重視へ

・在宅より施設の方が負担が少ない。

⇒居住費・食費は自己負担へ

・住み慣れた地域で最後まで暮らせるような支援体制作り
⇒地域密着型サービスの創設、地域包括支援センターの創設
講義「福祉にかかわる法律の基礎知識」
・介護保険法

・老人福祉法

・高齢者虐待防止法

(高齢者虐待の防止、高齢者の養護者に対する支援等に関する法律)

高齢者虐待の定義①
・「高齢者虐待」は大きく分けると2つに分けられる。

(1)同居家族など養護者によるもの

(2)介護施設や介護事業者の従事者などによるもの

高齢者虐待の定義②

(1)、(2)どちらの虐待も、以下の5つの内容を虐待として定義している。

・身体的虐待

・介護・世話の放置(ネグレクト)

・心理的虐待

・性的虐待

・経済的虐待

人権擁護

・人権とは…「人が人として、その人らしく生きていくために認められる、一定の利益受の保障」

個人情報保護法

・平成15年5月成立、平成17年4月全面施行。

個人情報とは

・「生存する個人に関する情報であって、特定の個人を織別できるもの」

　(プライバシーとは異なる)

「個人情報取扱事業者」とは

・5,000人分以上の個人情報を事業活動に利用する事業者のことをいう。
・一般私人や小規模事業者は法規制の対象外

個人情報取扱事業者の守るべき義務

・事業者は、利用目的の特定、通知、安全管理措置、個人情報の第三者提供にあたって
原則本人に同意をとる義務がある。

個人情報の範囲

・生存者情報に限定されている。

・但し、死亡後も情報を保存している場合は、漏えい、滅失、き損防止のため、個人情報と
同等の安全管理が必要。

介護関係事業者が行う措置

・個人情報保護に関する考え方や方針に関する宣言及び個人情報の取り扱いに関する明確かつ

適正な規則を策定し、対外的に公表すること。

・利用者等から当該本人の個人情報がどのように扱われているか等について知りたいという
求めがあった場合は、当該規則に基づき、迅速に情報提供を行う等必要な措置を行う。
・個人情報の漏えい等防止体制を整備する。

・個人情報の該当例

ケアプラン、介護サービス提供にかかる計画、サービス提供等の記録、事故の状況等の記録　等
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